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母
校
の
歴
史
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
発
展
を
願
っ
て

息

同
窓
会
長

１
新
会
長
と
し
て

　
日
頃
よ
り
花
輪
高
等
学
校
同
窓
会

及
び
花
輪
高
等
学
校
へ
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
上
げ
ま

す
。
こ
の
た
び
会
長
に
就
任
し
た
昭

和
4
7
年
卒
業
の
関
淳
で
す
。
仕
事
で

全
国
の
山
や
森
を
歩
い
て
き
た
も
の

で
す
が
、
5
0
年
前
の
生
物
ク
ラ
ブ
の

八
幡
平
研
修
が
縁
で
、
森
林
生
態
学

を
専
攻
し
林
野
庁
な
ど
の
仕
事
を
し

て
き
ま
し
た
。
こ
の
間
、
多
く
の
花
高

生
に
助
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
あ
る

全
国
組
織
に
参
加
し
た
と
き
、
幹
部

が
先
輩
と
わ
か
り
、
「
高
校
以
来
で
す

ね
」
と
大
笑
い
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

２
同
窓
会
の
活
動
方
針

　
本
校
は
大
正
1
5
年
（
一
九
玉
ハ
）
の

創
立
以
来
、
数
々
の
実
績
を
挙
げ
躍

進
を
続
け
一
万
八
六
三
八
名
の
同
窓

会
員
が
い
ま
す
。
同
窓
会
は
会
員
と

し
て
会
員
相
互
の
親
睦
と
研
鏝
を
図

り
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
も
の

で
井
上
前
会
長
を
は
じ
め
同
窓
生
の

ご
尽
力
、
花
輪
高
校
関
係
各
位
の
ご

協
力
に
よ
り
様
々
な
活
動
を
し
て
お

り
、
そ
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
い
く

所
存
で
す
。

３
統
合
高
校
へ
の
対
応

　
喫
緊
は
統
合
校
へ
の
対
応
で
す
。

関

厚
（
高
2
4
期
）

本
年
６
月
、
県
よ
り
面
角
小
坂
地

区
の
三
高
校
を
統
合
、
統
合
校
は
花

輪
高
校
の
校
舎
を
活
用
。
普
通
科
と

産
業
系
学
科
で
１
学
年
６
学
級
規
模
。

開
校
時
期
は
年
内
の
基
本
構
想
の
骨

子
案
」
と
発
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
特
色
あ
る
高
校
と
な
る
よ
う
、

花
輪
高
校
の
歴
史
と
伝
統
も
生
か
さ

れ
つ
つ
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で

き
る
学
校
と
な
る
よ
う
、
同
窓
会
と

し
て
会
員
、
花
輪
高
校
、
鹿
角
市
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
し
て
、
お
願

い
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

４
同
窓
会
の
具
体
的
活
動

　
本
年
２
月
、
全
国
高
校
ス
キ
ー
大

会
で
1
0
0
分
の
１
秒
ま
で
同
タ
イ
ム
の

女
子
リ
レ
ー
の
準
優
勝
、
女
子
総
合

値
勝
二
連
覇
に
立
ち
会
え
ま
し
た
。

部
活
動
の
活
躍
は
学
校
に
活
力
を
も

た
ら
し
、
卒
業
生
に
も
喜
び
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
同
窓
会
も
本
校
の
文

武
同
道
で
更
な
る
躍
進
を
期
待
し
、

会
員
各
位
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
後

援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

の
充
実
を
は
か
り
、
会
員
ご
化
栄
会

を
は
じ
め
同
窓
会
支
部
と
の
連
携
を

す
す
め
て
参
り
ま
す
。

　
同
窓
会
員
各
位
、
関
係
者
の
み
な

さ
ま
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●回国●

蕃
社
の
あ
い
さ
つ

讐

　
四
月
に
着
任
し
ま
し
た
、
阿
部
聡

と
申
し
ま
す
。
文
武
両
面
で
大
活
躍

す
る
卒
業
生
を
多
数
輩
出
す
る
伝
縫

紋
に
新
米
が
勤
務
す
る
こ
と
で
、
周

回
の
不
安
と
戸
惑
い
を
よ
そ
に
、
大

変
光
栄
な
こ
と
と
幸
せ
を
実
感
し
胸

躍
る
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
誠
心

誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
鹿
角
地
区
に
初
め
て
勤
務
し
ご
化

輪
高
紋
生
へ
の
先
入
観
も
な
い
私
が

抱
い
た
第
一
印
象
は
、
実
に
素
朴
か

つ
素
直
で
、
礼
儀
正
し
い
青
年
達
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。
街
中
で
見
か
け

る
姿
も
爽
や
か
で
こ
れ
ま
で
の
育
て

ら
れ
方
を
見
た
思
い
で
す
。
や
や
大

人
し
い
面
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
…
。
し
か
し
そ
れ
が
全
て
の
可
能

性
へ
の
土
台
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
肌
寒
い
三
月
末
、
不
動
産

屋
さ
ん
に
案
内
さ
れ
て
来
て
目
に
飛

び
込
ん
だ
堂
々
た
る
校
舎
が
印
象
的

で
し
た
。
花
輪
ス
キ
ー
場
を
背
景
に

米
鴬
色
で
お
洒
落
な
雰
囲
気
の
佇
ま

い
と
広
大
な
敷
地
に
圧
倒
さ
れ
、
こ

こ
で
の
生
活
に
武
者
震
い
を
覚
え
ま

し
た
。
　
。

　
さ
て
、
創
立
9
3
年
目
を
迎
え
時
代

の
変
化
と
と
も
に
社
会
か
ら
の
要
請

も
同
時
に
変
化
し
、
そ
れ
に
対
応
し

た
ア
ク
テ
ィ
ブ
こ
フ
ー
ニ
ン
グ
型
授

校
長

阿
　
部

聡

業
や
探
究
的
な
学
習
の
実
践
を
校
と

し
、
多
様
な
進
路
希
望
に
添
え
る
よ

う
、
生
徒
・
教
職
員
と
も
日
々
の
教

育
活
動
に
邁
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

文
武
画
道
の
成
果
の
一
つ
に
、
陸
上

競
技
部
の
女
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
で
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
３
位
、
実
業
部
が
全
国

ワ
ー
プ
ロ
競
技
大
会
へ
４
年
連
続
出

場
の
活
躍
も
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
鹿
角
小
坂
地
区
統
合
技

が
本
校
を
活
用
し
開
校
し
ま
す
。

益
々
県
民
か
ら
愛
し
信
頼
さ
れ
る
学

校
に
す
る
た
め
、
生
徒
・
教
職
員
が

力
を
合
わ
せ
精
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
：
略
歴
…

　
　
横
手
市
出
身
。
二
〇
一
六
年
秋

田
北
鷹
高
校
教
頭
、
1
8
年
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
主
幹
。
早
大
卒
。

４
１令和二年度

総会開催のご案内

日時:令和2年5月９日出
　18:00～

:鹿角パークホテル

：４千円

:0186-23-2126

所
費
込

場
会
申

Ｘ
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直木賞作家
阿部奴郎さん
　　を賃んで

　
直
木
賃
作
家
阿
部
牧
郎
さ
ん
が
去

る
５
月
１
１
１
１
日
、
大
阪
で
亡
く
な
ら
れ

た
。
享
年
8
5
臓
。

　
阿
部
さ
ん
は
昭
和
８
年
（
一
丸
三

三
年
）
、
ハ
幡
平
出
身
の
父
の
下
、
京

都
市
に
生
れ
る
が
、
戦
争
の
激
化
に

よ
り
鹿
角
へ
疎
開
し
昭
和
2
7
年
３

月
ご
化
輪
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
。

生
徒
会
室
の
フ
ァ
イ
ル
に
「
阿
部
牧

郎
　
文
化
祭
に
つ
き
鍋
釜
を
借
用
す

亘
の
書
が
残
る
。
京
都
大
学
文
学

部
フ
ラ
ン
ス
文
学
科
卒
業
後
、
会
社

に
就
職
し
な
が
ら
小
説
を
書
き
は
じ

め
７
回
、
直
木
賃
候
補
に
な
る
。
昭

和
6
2
年
（
一
丸
八
七
年
）
、
『
そ
れ
ぞ
れ

の
終
楽
章
』
で
第
9
8
回
直
木
賃
受
賞
。

翌
6
3
年
３
月
、
鹿
角
市
初
の
市
民
栄

誉
賃
を
受
賞
し
た
。
苦
難
の
時
代
に

は
官
能
小
説
家
と
し
て
の
作
品
も
残

る
。

　
野
球
部
Ｏ
Ｂ
で
県
北
大
会
、
県
大

会
で
の
母
校
の
活
躍
を
大
阪
よ
り
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
し
激
励
し
て
い
た
。
『
焦

土
の
野
球
連
盟
』
な
ど
秀
作
が
あ
り

戊
辰
戦
争
の
鹿
角
を
書
い
た
『
静
か

な
る
凱
旋
』
が
あ
る
。
5
0
代
に
な
っ

て
か
ら
正
規
の
レ
ッ
ス
ン
に
よ
り

オ
ー
ボ
エ
演
奏
を
習
得
し
鹿
角
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
ひ
ら
い
た
。
花
輪
高
校

の
同
級
生
と
の
交
流
は
晩
年
ま
で
続

い
て
い
た
。
　
　
　
　
　
　
　
合
掌

人
と
の
出
会
い
が
人
生
を
変
え
る

　
（
株
）
西
村
林
業
代
表
取
締
役
　
西
　
村
　
公
　
一
　
（
高
4
5
期
）

　
出
会
い
に
よ
っ
て
人
生
が
変
わ

る
。
そ
ん
な
奇
跡
が
今
に
繋
が
っ

て
い
る
と
感
じ
、
私
も
誰
か
を
支

え
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
思
わ
ぬ
道
が
開
け
た
り
、
あ
と

一
歩
を
踏
み
出
せ
た
り
、
つ
ら
い

時
の
款
い
と
な
っ
た
り
、
私
は
幸

運
に
も
素
敵
な
出
会
い
に
恵
ま
れ

多
く
を
学
び
支
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　
現
在
、
森
を
育
て
る
「
林
業
」

を
生
業
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

二
〇
▽
元
年
十
一
月
、
小
水
力
発
電

所
が
完
成
し
ま
す
。
成
熟
期
を
迎

え
た
本
の
伐
採
の
み
行
う
の
で
は

な
く
、
そ
こ
へ
ま
た
植
林
し
山
を

育
て
、
資
源
を
循
環
さ
せ
る
持
続

可
能
な
森
林
経
営
を
目
指
し
て
い

る
か
ら
で
す
。
適
正
に
管
理
さ
れ

た
森
林
は
、
木
材
、
食
料
、
燃
料
、

飼
料
や
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
重
要
な

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と

と
も
に
、
土
壌
や
水
の
保
全
、
き

れ
い
な
空
気
な
ど
に
貢
献
し
、
土

地
の
劣
化
を
防
ぎ
、
自
然
災
古
の

リ
ス
ク
を
減
少
さ
せ
ま
す
。
生
命

に
対
す
る
森
林
の
極
め
て
重
要
な

貢
献
に
も
開
わ
ら
ず
、
多
く
の
地

域
で
持
続
可
能
で
な
い
行
為
に
よ

る
森
林
減
少
や
森
林
劣
化
が
進
ん

で
お
り
、
も
は
や
看
過
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
い
ま
自
分
が
出
来
る
こ
と
に

取
り
組
も
う
」
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

賛
同
く
が
さ
る
方
々
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
、
豊
か
な
森
構
想
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
森
林
整
備
だ
け
で

な
く
、
潤
っ
た
豊
か
な
山
か
ら
流

れ
下
る
水
の
千
早
ル
ギ
ー
を
利
用

し
て
水
車
を
回
し
、
発
電
機
を
回

転
さ
せ
、
水
力
玉
子
ル
ギ
ー
か
ら

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
取
り
出

す
水
力
発
電
は
、
持
続
可
能
な
開

発
で
あ
り
、
森
づ
く
り
の
大
切
さ

を
伝
え
る
一
つ
の
方
法
に
な
る
と

考
え
ま
し
た
。

　
小
水
力
発
電
は
環
境
負
荷
が
低

く
、
の
○
に
排
出
量
が
最
も
少
な
い

地
球
温
暖
化
防
止
に
も
繋
が
る
ク

リ
ー
ン
千
不
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
昼

夜
を
問
わ
ず
一
定
量
の
電
源
を
安

定
的
に
供
給
で
き
る
ベ
ー
ス
ロ
ー

ド
電
源
で
す
。
そ
こ
か
ら
生
み
出

さ
れ
る
収
益
を
新
た
な
森
林
管
理

の
原
資
に
も
利
用
し
、
生
物
多
様

性
、
経
済
的
、
社
会
的
、
環
境
的
、

文
化
的
な
便
益
を
現
在
及
び
将
来

世
代
の
人
々
に
提
供
す
る
事
が
目

的
で
す
。

　
人
と
の
出
会
い
が
こ
の
よ
う
に

私
の
人
生
や
考
え
を
変
え
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
今
後
も
一
歩
ず
つ

確
実
に
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
湯
在
住
）

　
　
　
　
　
　
↑
太
陽
光
発
電
施
設

の水が澄んでいると流量が安定し、効率的に

発電できる」と話す＝鹿角市花輪字近江谷地

　　　↑発電所建設の記事

　　　（秋田さきがけ新報2018.11.9）
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水力発電所→

上流側には

取水施設あり

～七十年寄り～(高19期)－アイ一常任幹事　吉村

　
平
成
か
ら
令
和
の
時

代
に
移
り
、
昭
和
生
ま

れ
の
私
達
１
９
期
は
7
0
歳

を
超
え
た
の
で
す
。

　
昭
和
の
時
代
は
七
十

と
し
ょ
り
（
年
寄
り
）

と
言
わ
れ
て
い
た
事
を

思
う
と
、
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　
最
近
よ
く
耳
に
す
る

二
〇
二
五
年
問
題
、
世

に
言
う
団
塊
世
代
の
私

達
は
後
期
高
齢
者
を
目

前
に
し
て
、
令
和
の
時

　
　
　
　
代
の
生
き

　
　
　
　
　
ス
マ
ホ
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
、
ブ

ロ
グ
、
メ
ー
ル
等
々
先

端
技
術
を
駆
使
し
若
々

し
く
活
動
す
る
高
齢
者

も
存
在
す
る
中
、
私
は

こ
れ
で
良
い
と
ア
ナ
ロ

グ
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
他
の
同
年
代
と

の
狭
間
に
あ
っ
て
時
々

こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か

な
～
と
不
安
に
な
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。



報会高同窓会花(3)

一
目
―
―

教
職
五
十
年
の
回
想

安
田
　
貞
則
先
生

　
昭
和
３
８
年
４
月
大
罪
３
月
在
職

垣
出生
と徒
ア会
ル誌

バ青

ム
を
開
い
て
見

る
と
五
十
年
の

歳
月
が
当
時
の
生
徒
の
姿
と
共
に
鮮

や
か
に
蘇
っ
て
来
る
。

　
花
輪
高
校
に
赴
任
し
た
の
は
昭
和

3
8
年
４
月
で
あ
っ
た
。
山
々
に
ま
だ

残
雪
の
あ
る
三
月
末
、
初
め
て
花
輪

の
地
を
訪
れ
た
。
新
米
教
師
と
し
て

の
緊
張
感
と
今
後
の
教
師
生
活
へ
の

不
安
を
感
じ
な
が
ら
の
着
任
で
あ
っ

た
。
鹿
角
の
人
々
の
人
情
あ
ふ
れ
る

親
近
感
と
純
粋
で
素
直
な
生
徒
達
に

支
え
ら
れ
て
、
い
つ
し
か
忘
れ
得
ぬ
第

二
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
、
青
春
時
代
を

過
し
た
の
が
花
輪
の
地
で
あ
っ
た
。

　
下
宿
を
訪
ね
て
来
る
生
徒
達
と
語

り
合
う
の
も
楽
し
い
時
間
で
あ
っ
た
。

来
る
と
決
ま
っ
て
リ
ン
ゴ
を
持
っ
て
き

て
く
れ
た
。

　
手
取
り
一
万
四
千
円
の
給
料
で
、
六

千
五
百
円
の
下
宮
代
を
差
し
引
く
と

月
々
の
生
活
そ
の
も
の
は
厳
し
い
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
若
さ
あ
ふ
れ

る
同
僚
と
過
し
た
休
日
の
こ
と
は
忘

れ
ら
れ
な
い
。
十
和
田
・
八
甲
田
・
八

幡
平
、
岩
手
山
・
早
池
峰
山
な
ど
す

ば
ら
し
い
自
然
に
触
れ
る
こ
と
で
心

贅
よ
ヤ
エ
錨
具
謝
顎
他

１
入
湯
環
状
列
石
い
わ
ゆ
る
大
湯

ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
は
、
国
の
特

別
史
跡
と
し
て
昭
和
3
1
年
に
指
定

さ
れ
た
。
長
野
の
尖
石
遺
跡
に
次

い
で
二
番
目
。
遺
跡
は
、
大
湯
の

浅
井
小
魚
さ
ん
た
ち
が
中
通
り
の

耕
地
整
理
中
に
発
見
。
ス
ト
ー
ン

サ
ー
ク
ル
と
し
て
は
日
本
最
大
。

こ
の
遺
跡
の
す
ば
ら
し
さ
を
地
域

の
方
々
に
よ
く
知
っ
て
も
ら
お
う

と
い
う
こ
と
で
十
和
田
商
工
会
青

年
部
長
の
時
に
始
め
た
の
が
「
古

代
焼
き
大
会
」
現
在
の
叉
ト
ー

ン
サ
ー
ク
ル
縄
文
祭
」
。
石
の
上
に

も
３
年
の
覚
悟
が
、
今
年
で
3
7
回

目
。
そ
の
手
段
と
し
て
、
縄
文
人

と
同
じ
粘
土
で
土
器
を
作
ろ
う
と

近
く
の
粘
土
を
掘
り
始
め
た
。
最

大
で
千
六
百
個
の
土
器
が
集
ま
っ

た
こ
と
も
。
一
晩
か
け
て
土
器
を

焼
き
、
万
座
遺
跡
の
横
で
夜
空
の

星
を
眺
め
な
が
ら
縄
文
の
人
々
に

思
い
を
巡
ら
し
、
歴
史
の
流
れ
を

感
じ
た
。
太
織
し
や
弓
矢
の
的
当

て
、
勾
玉
作
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
。
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
３
人

に
後
輩
富
谷
秀
之
君
（
高
2
8
期
）
、

現
在
の
実
行
委
員
に
熱
烈
な
同
級

豊
か
な
生
活
と
な
っ
た
。
花
輪
に
来

た
ら
ス
キ
ー
を
や
ら
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
の
で
、
浅
利
恵
先
生
に
否
応

無
く
柳
沢
運
動
員
店
に
連
れ
て
い
か

れ
、
ス
キ
ー
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
。
生

ま
れ
て
は
じ
め
て
の
初
滑
り
が
、
生
徒

か
ら
の
指
導
で
、
花
輪
小
学
校
の
坂

で
あ
っ
た
。
先
生
、
ツ
イ
ス
ト
の
要
領

だ
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の
ツ
イ
ス
ト
が

出
来
な
い
の
で
教
え
子
に
笑
わ
れ
た
。

ス
キ
ー
の
授
業
で
ク
ラ
ス
の
こ
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
過
し
た
り
、
ス
キ
ー
の

国
体
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
等
に
も
駆
り

出
さ
れ
、
ジ
ャ
ン
プ
競
技
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
を
さ
せ
ら
れ
四
苦
八
苦
し
た
こ
と

も
あ
る
。

　
教
職
を
全
う
出
来
だ
の
は
、
人
情

あ
ふ
れ
る
花
輪
の
人
た
ち
や
生
徒
に

支
え
ら
れ
た
か
ら
と
感
謝
の
念
で

い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　
幼
少
の
頃
か
ら
遊
び
の
場
で
あ
り

生
活
の
場
で
あ
っ
た
ハ
郎
潟
へ
の
思
い

を
ま
と
め
て
平
成
2
7
年
に
出
版
、
本

年
に
は
教
職
生
涯
の
記
録
を
刊
行
し
、

ど
ち
ら
も
花
輪
図
書
館
に
寄
贈
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
郎
潟
在
住
）
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東
鳶
の
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合
校
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設
責
塔
片
ば
・

菰
轍
寡
橋
ば
ヤ

常
任
幹
事
勝
　
又
　
幹
　
雄
（
高
1
9
期
）

生
縄
文
ビ
ー
ナ
ス
加
藤
照
子
さ
ん

（
高
1
9
期
）
。
万
座
遺
跡
の
大
き
さ
、

野
中
堂
の
日
時
計
状
組
石
。
な
ぜ

碧
い
石
（
石
英
閃
録
ひ
ん
岩
）
が

使
わ
れ
た
の
か
、
五
本
社
の
意
味

な
ど
疑
問
は
尽
き
な
い
。
世
界
遺

産
登
録
の
話
は
2
2
年
前
若
杉
国
体

の
後
。
正
式
に
候
補
に
挙
が
っ
て

７
年
が
経
過
、
よ
う
や
く
国
内
候

補
に
。
正
式
な
認
定
は
二
年
後
か
。

長
す
ぎ
た
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の

後
ど
う
す
る
の
か
、
地
域
活
性
化

に
ど
う
繋
げ
ら
れ
る
の
か
が
大
き

な
課
題
。
古
の
空
間
の
た
め
に
は

道
路
の
付
け
替
え
も
必
要
な
の
で

は
と
考
え
る
。

　
四
千
年
前
の
縄
文
の
人
々
が
何

を
考
え
て
何
を
見
て
い
た
の
か
、

熊
と
一
緒
に
空
を
眺
め
て
み
よ
う
。

　
新
聞
に
よ
り
ま
す
と
、
秋
田
県
教

育
委
員
会
は
、
六
月
十
四
日
、
鹿
角

三
高
校
の
統
合
校
の
設
置
場
所
を
現

在
の
花
輪
高
校
の
敷
地
と
校
舎
を
活

用
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
、
鹿
角
地
区
の
生
徒

の
教
育
環
境
の
充
実
、
統
合
の
早
期

実
現
な
ど
の
観
点
か
ら
そ
の
よ
う
に

決
定
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
統
合
校
の
学
科
や
規
模
、
教
育
課

程
、
必
要
な
施
設
整
備
な
ど
の
基
本

構
想
は
今
年
度
末
を
め
ど
に
策
定
さ

れ
る
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
統
合
の
た
め
に
増
改
築
の

検
討
が
必
要
な
こ
と
や
、
統
合
に
よ

り
通
学
の
負
担
が
大
き
く
な
る
生
徒

に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
も
検
討
さ

れ
る
見
通
し
で
す
。
　
　
（
事
務
局
）

)､同窓会　　.ヽ゜″､'2^^ａ､･i
Kゴルフコンペ

iSijl

9月30日大館カントリークラブにおいて15名参加

の下､第７回同窓会ゴルフコンペが開催されまし

た｡当出よ天気にも恵まれ､熱い戦いが繰り広げら

れ､高19期の佐藤隆夫さんが優勝しました｡懇親

会は茅部荘で開かれ､お互いの健闘や珍プレーに

大変盛り上がりました。　副会長小田　修(高20期)



花高同

拳
会
長
退
任
挨
拶
勝

　
　
前
会
長
井
上
高
廣
（
高
1
8
期
）

　
副
会
長
を
上
期
２
年
、
会
長
を
４

期
８
年
、
計
1
0
年
同
窓
会
活
動
に

携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
問
、
一
緒
に

活
動
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
役
員
の
皆

さ
ん
、
各
支
部
を
は
じ
め
全
国
の
同

窓
生
の
皆
様
、
母
校
の
歴
代
校
長
先

生
、
同
窓
会
担
当
の
先
生
や
多
く
の

先
生
方
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
在
任
期
間
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
副
会
長
に
つ
い
た
２
年
目
活
性

化
５
ケ
年
計
画
を
作
り
改
革
を
目

指
し
ま
し
た
。
人
が
集
ま
り
活
気
の

あ
る
同
窓
会
に
し
て
、
会
費
が
増
え

母
校
へ
の
支
援
が
十
分
で
き
る
同
窓

●

会
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
組
織
作
り
、
広
報
活
動
（
同

窓
会
報
、
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
等
）
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

総
会
の
出
席
者
を
増
や
す
た
め
の

連
絡
網
な
ど
改
革
し
ま
し
た
が
、
考

え
て
い
た
半
分
ほ
ど
し
か
改
善
で
き

な
か
っ
た
の
が
心
残
り
で
す
。

　
鹿
角
地
区
の
３
高
校
の
統
合
に

つ
い
て
、
同
窓
会
の
役
員
会
で
何
度

も
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。
か
つ
て

生
徒
数
が
多
く
鹿
角
地
区
の
高
校

に
活
気
が
あ
っ
た
こ
ろ
に
は
鹿
角
地

区
の
生
徒
が
他
地
区
の
高
校
へ
進
学

を
す
る
の
は
1
0
％
に
満
た
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
年
度
の
生
徒
は
約

2
6
％
の
生
徒
が
鹿
角
以
外
の
高
校

に
進
学
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
の

割
合
で
生
徒
た
ち
が
他
地
区
の
高

校
に
進
学
す
る
と
1
0
年
後
に
は
統

合
校
の
生
徒
は
Ｉ
学
年
３
ク
ラ
ス

規
模
の
学
模
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
人
数
が
少
な
い
の
は
学
校
運
営

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
統

合
校
が
ハ
ー
ド
面
で
も
ソ
フ
ト
面
で

も
魅
力
が
あ
り
他
地
域
か
ら
も
入

学
希
望
者
が
た
く
さ
ん
来
る
よ
う

な
学
校
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。

　
同
期
生
の
皆
さ
ん
に
一
言
お
礼
を

中
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
1
8
期
生

が
、
同
窓
会
費
の
納
入
者
数
に
お
い

て
常
に
最
も
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
一
度
も
頼
ん
だ
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
期
生
が
会
長

だ
と
い
う
こ
と
で
陰
な
が
ら
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。
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㎜

　収入総留1　1,901,000円
　㎜

　差引残額　　　　0円

　　　(単位:円)

匹

　収入総額　2,329,758円

　支出総額　1,866,109円

　差引残額　463,649円

【収入の部】

項　　　目
予算額

　(A)

決算額

　(B)

増減

Ｗ寸
麗麗

１．会　費 1,461,600 1,576,755 115,155 1、437,120

田会費 900,000 1,017,675 117,675 900,000

個人会費 561,600 559,080 -2,520 561,600

２．繰越金 740，115 7･10，115 ０ 463,649

３．繰入金 ０ ０ ０ ０

４．諸収入 285 12,888 12,603 231

合　　計 2,202,000 2,329,758 127,758 1,901,000

●

(単位:円)【支出の部】

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

項　　　目
予算額

　(A)

決算額

　㈲

増減

し㈲
� ｜

１．会議費 70,000 28,920 -41，080 50,000

２．会務費 770,000 653,574 -116,426 770,000

田旅費 140,000 68，780 －71，220 110,000

(2)消耗品費 10,000 7,560 -2,440 10,000

(3)通信費 550,000 532,534 -17,466 550,000

川根込手数料 70,000 44,700 -25,300 70,000

３．事業費 440､000 379,539 -60,461 430,000

巾印刷費 330,000 298,679 -31,321 330,000

(2)記念品費 60,000 51,990 -8,010 60,000

(3)広告費 30,000 8､670 -21，130 20,000

(4)広報費 20,000 20,000 ０ 20,000

４．渉外費 30,000 ０ －30,000 30,000

巾渉外費 10,000 ０ -10,000 10,000

②慶弔費 20,000 ０ －20､000 20,000

５．助成費 600,000 590,000 -10､000 600,000

田部活動助成費 350,000 350,000 ０ 350,000

(2)顛指顛頗 150,000 150,000 ０ 150,000

(3)支部助成費 100,000 90,000 -10,000 100,000

６．備品費 14,000 12,636 -1,364 14,000

７．積立金 200,000 200,000 ０ ０

８．繰出金 ０ ０ ０ ０

９．雑　費 2,000 ０ -2,000 2,000

10.予備費 76,000 1,440 -74,560 5,000

合　　計 2,202,000 1,866,109 -335,891 1,901,000

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

一馳參

総
会
盛
大
に

　
｀
開
催
日
‥
ト

　
　
　
　
丿
　
Ｊ
、
。
‐
’
・
／
‐
、
ｙ
’

　
令
和
元
年
度
総
会
が
、
５
月
ぃ
ｎ

日
（
土
）
午
後
６
時
か
ら
鹿
角
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
鳳
凰
殿
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
例
年
午
後
５
時
か
ら
の
開
催

で
し
た
が
、
今
年
は
少
し
で
も
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
と
、
１
時
間
繰
り

下
げ
て
６
時
か
ら
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
3
1
名
で
、
母
校
か
ら

は
阿
部
聡
校
長
、
佐
藤
貢
教
頭
、
工

藤
久
人
事
務
長
の
各
氏
が
出
席
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
井
上
会
長
の
挨
拶
に
引
き
続
い

て
議
事
に
移
り
、
平
成
3
0
年
度
の
事

業
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報

告
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
、
予
算

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
役
員

改
選
の
年
に
あ
た
り
、
関
淳
会
長
以

下
新
役
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
で
は
、
毛
馬
内
に
あ
る

ジ
ョ
イ
タ
ム
株
式
会
社
代
表
取
締

役
の
田
村
功
さ
ん
（
高
2
6
期
）
が
、

ラ
ピ
ア
ス
電
機
鹿
角
工
場
閉
鎖
か

ら
ジ
ョ
イ
タ
ム
の
創
業
、
そ
し
て
現

在
ま
で
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
開
い
て
い
て
心
が
わ
く
わ
く
す

る
内
容
で
、
会
場
の
皆
さ
ん
も
話
に

引
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今
だ

か
ら
笑
っ
て
話
せ
る
こ
と
も
、
創
業

当
時
は
言
葉
に
で
き
な
い
ほ
ど
の
苦

労
を
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

　
つ
づ
く
懇
親
会
で
は
、
校
長
先
生

か
ら
挨
拶
を
頂
き
、
宴
会
に
移
り
ま

し
た
。
最
後
は
校
歌
を
歌
い
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
が
、
大
変
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
講
演
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
田
村
さ
ん
の
同
期
は
９
人

が
集
ま
り
、
久
し
振
り
の
ク
ラ
ス
会

と
い
っ
た
感
じ
で
し
た
。
同
窓
会
総

会
を
機
に
ク
ラ
ス
会
を
開
く
の
も
い

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
副
会
長
山
田
徹
弘
（
高
2
6
期
）

作
総
会
進
出
役
員
万

顧
　
　
問
　
石
井
　
ト
シ
　
女
６
期

　
　
々
　
　
関
　
栄
市
郎
　
高
４
期

　
　
々
　
　
杉
江
　
宗
結
　
高
1
0
期

　
　
々
　
　
三
ケ
田
正
彦
　
高
1
0
期

　
　
々
　
　
井
上
　
高
度
　
高
1
8
期

参
　
　
与
　
阿
部
　
洋
一
　
高
３
期

会
　
　
長
　
関
　
　
　
厚
　
高
2
4
期

副
会
長
　
小
田
　
　
修
　
高
2
0
期

　
　
々
　
　
泉
洋
　
輝
男
　
高
2
4
期

　
　
々
　
　
倍
賞
　
元
悦
　
高
2
4
期

　
　
々
　
　
大
洋
　
宏
子
　
高
2
6
期

　
　
々
　
　
山
田
　
徹
弘
　
高
2
6
期

会
計
監
査
　
安
保
　
隆
二
　
高
2
2
期

　
　
々
　
　
田
中
　
政
幸
　
高
2
9
期

　
訃
　
　
報

　
顧
問
で
あ
っ
た
村
山
正
さ
ん
（
高

３
期
）
が
８
月
2
5
日
逝
去
。
ご
冥
福

を
祈
り
ま
す
。
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